
● 指導のポイント                                                 
         

 

自己を見つめ，よりよく生きようとする児童の育成 

～“かかわり”の中でより深める道徳科の指導と評価の工夫を通して～ 研究主題 

教材，人，自分との教材，人，自分との教材，人，自分との教材，人，自分との“かかわり”“かかわり”“かかわり”“かかわり”を大切にした道徳科の授業を行ったり，自らの生活を大切にした道徳科の授業を行ったり，自らの生活を大切にした道徳科の授業を行ったり，自らの生活を大切にした道徳科の授業を行ったり，自らの生活

や考えを見つめさせるための振り返り活動を行ったりすれば，自己を見つめ，よりよくや考えを見つめさせるための振り返り活動を行ったりすれば，自己を見つめ，よりよくや考えを見つめさせるための振り返り活動を行ったりすれば，自己を見つめ，よりよくや考えを見つめさせるための振り返り活動を行ったりすれば，自己を見つめ，よりよく

生きようとする児童を育成することができるだろう。生きようとする児童を育成することができるだろう。生きようとする児童を育成することができるだろう。生きようとする児童を育成することができるだろう。    

研究仮説 

＜目ざす授業像＞ 
自ら学ぶ授業自ら学ぶ授業自ら学ぶ授業自ら学ぶ授業，，，，    

カリキュラムマネジメンカリキュラムマネジメンカリキュラムマネジメンカリキュラムマネジメントトトト    「できる」「もっとやりたい」 ＜目ざす子ども像＞ 
夢や志をもち夢や志をもち夢や志をもち夢や志をもち，，，，自ら自ら自ら自ら挑戦する子ども挑戦する子ども挑戦する子ども挑戦する子ども    「挨拶」「歌声」「体力」    学校教育目標        未来未来未来未来をををを拓拓拓拓きききき，，，，たくましくたくましくたくましくたくましく生生生生きるきるきるきる子子子子どものどものどものどもの育成育成育成育成    せらひがしっ子にせらひがしっ子にせらひがしっ子にせらひがしっ子に    付けたい資質・能力付けたい資質・能力付けたい資質・能力付けたい資質・能力    ◎表現力 ◎主体性・協働性 ◎自己理解 

自分のよさや成長が実感できる活動 

[[[[ポイントポイントポイントポイント]]]] 道徳科を要とした「自分のよさや成長が実感できる活動」の充実道徳科を要とした「自分のよさや成長が実感できる活動」の充実道徳科を要とした「自分のよさや成長が実感できる活動」の充実道徳科を要とした「自分のよさや成長が実感できる活動」の充実 
☛年間を見通した総合単元的道徳学習プログラムの改善・充実 

�児童の実態を踏まえ，学期ごとに「中心項目，関連項目」と「自分のよさや成長が実感できる活動」を位置付けた総合単元的道徳学習プログラムの工夫をする。 
�道徳科の授業における振り返り，毎月末の振り返りの継続的な実施とその活用をする。 

工夫 


